
黒野城と加藤貞泰公研究会

2020年度（令和2年）活動行事記録
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令和2年７月15日（水）
8;00～11:00

場所 超勝寺裏土塁跡

黒野城と加藤貞泰公研究会

黒野城外堀 搦手側土塁跡
有志による竹や草刈り作業でスッキリ

外堀土塁跡の雑草・竹の刈り作業は、特に夏季には数回行わないと太く大きな竹になってしまうので定期管理が必要。
今年はも雨期が長く蒸し暑い中、蚊やムカデに悩ませながら有志により草刈機などで清掃。
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2020年（令和2年）8月27日（木）
9:30～1430頃
会場 ・岐阜県図書館

・安八郡安八町
ハートピア安八
歴史民俗資料館

黒野城と加藤貞泰公研究会研修会 「古地図にみる関ヶ原の戦い」
＆「9.12豪雨災害展」見学

岐阜県図書館で開催中の「古地図にみる関ヶ原の戦い」を見学。江戸時代に描かれた関ヶ原合戦の古地図には
加藤貞泰が犬山城に加勢や丸山烽火場に布陣が記されている布陣図28点などが展示。図録には黒野城研究会発
行史料の掲載あり。

安八の歴史民俗資料館では、44年前の昭和51年9月12日の長

良川堤防決壊の災害展見学。安八町役場の衣斐久和係長の説
明と岩田義城氏から当時の水害状況を聞く。
安八町は加藤貞泰の采地でもあり、「尉殿堤」を築いている。

慶長14年氷取村
加藤貞泰検地帳

図録
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黒野城と加藤貞泰公研究会
2020年（令和2年）8月1日（土）研究会創立10周年記念

「黒野城主加藤左衛門尉貞泰 関ヶ原合戦の史料研究」誌発刊
研究会は今年6月に創立10年を迎え、研究会活動の成果の一つとして「黒野城主加藤左衛門尉貞泰 関ヶ原合戦の史料研究」の改訂第2版を発刊しました。 5年前

の平成27年に初版（42ページ）100冊を発行しましたが、第2版は貞泰公の関ヶ原関係集大成として多数の寄稿者によるご協力で全135ページとなり500冊発行。
今年秋に、岐阜県が関ケ原町に「岐阜関ケ原古戦場記念館」のオープンを目標に編集期間8ヶ月で発刊の史誌が完成しました。
多くの方々に貞泰公の関ヶ原を知って頂くために、全国の著名な歴史学者、歴史出版社、岐阜県、関ヶ原町、岐阜市、犬山市など関係市町、図書館、資料館や絵図

など掲載利用許可者に寄贈しました。
岐阜新聞 2020年（令和2年） 8月7日金曜日
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黒野城と加藤貞泰公研究会
2020年（令和2年）9月1日（火）研究会創立10周年記念 賛歌「あゝ黒野城下町」DVD発行

研究会創立10周年を記念して、郷土愛の醸成と郷土の風景を改めて知っていただ
くため、賛歌『あゝ黒野城下町』のDVDを制作・発行しました。
2019年1月に、賛歌CD盤を500枚制作しましたが、今回は歌詞に登場する黒野地域の
四季の風景など画像のDVD 制作部会を昨年度に立ち上げ、撮影、編集にて1000枚制
作。郷土の学校、施設、図書館、自治会、岐阜市など地域の各種団体などに配布し、
またご希望の方には、回覧等で募集し名様に無料配を企画しました。
DVDの映像は、黒野地域の四季の風景と空から見る令和の眺望（ドローン撮影含む）
を収めたもので、唄入り版とカラオケ版を収録。（ケース入り・歌詞付）



6

賛歌「あゝ黒野城下町」DVD配布
新聞紙上や自治会回覧などでDVD希望者を募集。往復ハガキでの申込者90名が黒野城跡に来場。遠くは可

児市、一宮市、揖斐郡大野町など岐阜市外からも18名が応募。初日は台風の影響であいにくの雨でしたが午
後から雨も上がり、スタッフ11名が来場者との会話などで充実した二日間でありました。来場者駐車場をスギ薬
局様にお世話になりました。 さてDVDを観賞した印象はいかがであったでしょうか？

黒野城と加藤貞泰公研究会

2020年（令和2年）10月10日（土）・11日（日）
黒野城跡公園
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2020年（令和2年）10月18日（日）
10:00～16：00 安八町中央公民館

安八町で河川と黒野領主の関わり講演
テーマ 「1600年頃の安八は加藤貞泰の領地だった」

主催者である木曽三川フォーラム会長の小野賢悟氏からの要請で、黒野城主が築いた尉殿堤などについて河口会長が
講演した。岐阜から大型バスとマイクロバスなどで参加の約60名が「森部輪中と水害・治水を学ぶ」歴史探訪に堀正安八町
長や木曽川上流河川事務所所長、丸山幸太郎氏、元安八町長丹羽正治氏等の講演会に、研究会から6名参加。昭和51年
9月12日の豪雨災害について学びました。

堀正安八町長

木曽三川フォーラム会長小野賢悟氏

木曽三川フォーラム事務局長柴田氏写真提供 神山悦朗氏
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2020年（令和2年）10月30日（金）
12:00～17：00 関ヶ原町

「岐阜関ケ原古戦場記念館」＆
「関ケ原町歴史民俗学習館」見学

10月22日にオープンした「岐阜関ケ原古戦場記念館」の見学にコロナ対策で事前予約した9名の会員が参加。
最初に隣接しリニューアルした「関ケ原歴史民俗学習館」に訪問。飯沼館長の案内で展示物見学。ここでは最
新の関ケ原合戦書籍が数多数展示。寄贈した研究会発行「加藤貞泰関ヶ原合戦の史料研究」も並んでいた。
続いて完成したばかりの古戦場記念館では、丸山幸太郎先生も一緒に入場。臨場感溢れる体験映像などを
見学。屋上の展望ルームから古戦場全景が360°のパノラマ。記念撮影し､関ヶ原町役場を訪れて、帰りは丸山
烽火場の電柱看板を見学。



黒野城跡 駐車場問題 →長年の課題が解消しました‼

従来は路上駐車

↓

岐阜市公園課整備
11月数台駐車可能になる‼
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2020年（令和2年）10月
黒野城跡公園

蘇る黒野城跡 北西土塁の大樹伐採
黒野城跡は長年の間に土塁上の樹木が成長し、大木となり景観を損なう樹木もあります。築城当時の土塁が望めるよう

に、北西の大樹木伐採を市公園課に申請し10月に伐採。伐採中、惜しまれる意見もありましたが、土塁の威容が蘇りました。

昭和40年代頃の樹木（桜）
（水上公園は出来ていない）

玉木和廣氏蔵

伐採後 伐採前 昭和時代

昭和時代成長前の常緑樹は小木

北側から望む

西側から望む

南西側から望む
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岐阜大学地域科学部授業課目「現代のまちづくりと住民」

「黒野城のまちづくり」説明

黒野城と加藤貞泰公研究会

2020年（令和2年）11月16日（月）
14:45～16:15 （90分）
岐阜大学地域科学部

富樫幸一教授からの要請で、地域科学部1年生の学生14名に「黒野城のまちづくり」と題して、研究会の活動目的・黒野城と城主の歴史・偉業・水害・研究会活
動の紹介をプロジェクター170枚の資料で説明（河口会長）。また最後にDVD「あゝ黒野城下町」の映像を紹介しました。
終了後、受講者全員から感想文が提出された。黒野城の紹介で知名度アップ、学生からは研究会員の地域住民との関わり（大学・小学校など）、地域への愛着、

熱意さなど評価も良く、研究会活動が伝わりました。

受講感想文

配布資料（他にマップ・リーフレット・会報）
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2020年（令和2年）11月21日（土）
午後1:30～3:30頃
黒野城跡と城下町

揖斐「ふるさと歴史講座」一行来訪

黒野城跡と光順寺山門、多賀神社外堀案内
揖斐の「ふるさと歴史講座」の皆さん17名が、東海古城研究会の村瀬二郎氏（揖斐郡春日出身）と揖斐郡大野町の関谷氏の引率で黒野城跡に来訪。

一週間前の11月14日に村瀬氏と関谷氏が下見に来られ、今日は４台の自家用車で相羽城跡・北岡田家住宅・西軽海城跡・宗慶大塚古墳を見学し黒野へ。
秋晴れの好天の中、黒野城跡から伊藤家の土塀と門、光順寺山門、聖観音堂、スギ薬局駐車場から車で多賀神社駐車場へ、神社と外堀跡を案内して解散。
翌日、来訪者のひとり揖斐の小岩さん（女）がDVD３名分を受取に来られました。

研究会幹事の名知さんは、明智光秀の筆頭一族、明智左馬助
（秀満）の郎党林丹四郎武俊の子孫にあたり、揖斐とのご縁を語る

外堀の遺構の関心
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2021年（令和3年）2月10日（水）9:00～17：30
関ヶ原町＆岐阜関ケ原古戦場記念館

関ヶ原玉ノ城山・大谷吉継陣跡・関ケ原古戦場記念館

小和田哲男館長訪問、加藤貞泰ＰＲ
昨年10月に岐阜関ケ原古戦場記念館の館長に就任された小和田哲男先生に面会予約し、加藤貞泰の関ヶ原合戦をPRの目的で役員が訪問。
その前に、お世話になっている山中の髙木優榮氏宅を訪れ、直ぐ近くで最近ＮＨＫＢＳプレミアムで話題になった「玉ノ城山」の麓と髙木宅傍の大谷吉継陣跡に
案内して頂く。その後、古戦場記念館を見学し、竹中重門コーナーに貞泰記載の書状と古文書2点の展示物を確認。
記念館堀副館長､吉村課長とスタッフ2名と共に小和田館長室で30分の面談。電柱看板、光泰貞泰足跡、関ヶ原誌、関ヶ原紙芝居、旗、会報、DVD等資料提供。

古戦場記念館館長室にて小和田哲男館長と研究会幹部・色紙を書いて頂く
14:30～15:00

髙木優榮氏らボランティアが整地した松尾山眺望地

玉ノ城山を背景に新幹線 840年の由緒歴史の若宮八幡神社
この上に大谷吉継陣跡

大谷吉継陣跡
髙木優榮氏
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「NPO活動パネル展」出展
黒野城と加藤貞泰公研究会

2021年（令和3年）2月13日（土）～20日（土）
ぎふメディアコスモス ドキドキテラス

岐阜市市民活動交流センター主催「NPOパネル展」に今年度も出展しました。本年度は研究会３大事業をパネル紹介。
チラシの配布として渋沢栄一を大蔵省に推挙した郷純造と清之助の資料を発行。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2021年（令和3年）2月16日（火）
9:30～12:30 黒野城址

環境保全

「黒野城跡をトウカイタンポポで埋め尽くす作戦」
西日本のタンポポ分布調査によると、多品種のタンポポの中でトウカイタンポポの遺伝子が、岐阜→鳥取県米子→愛媛県大洲城に分布。
400年前、黒野城主加藤貞泰の国替えでタンポポが広がっていった可能性も。
その発祥地、黒野城跡の土塁内面にトウカイタンポポを咲かせる環境保全活動をスタートしました。初の試みで、公園課には許可を頂きました。
当日は、尻毛の河川敷に咲くトウカイタンポポが前日まで咲いていたが、気候のせいか当日は咲いていなかったが、４名のスタッフが茎を堀り。6名が

北側土塁内側にラインテープを張り、升内に6株、約90株を移植。今後順次地域のトウカイタンポポを移植していく計画です。

http://taraxacum.sakura.ne.jp/sblo_files/taraxacum/image/w_japan_scale_3_100310toukai.jpg
http://taraxacum.sakura.ne.jp/sblo_files/taraxacum/image/w_japan_scale_3_100310toukai.jpg
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明治・大正・昭和初期郷土の偉人

郷純造・誠之介生誕地に案内板設置・除幕式
3月21日に予定していた除幕式は雨天延期で4月4日に開催。放送中のNHK大河ドラマ「青天を衝け」の主役、

3年後の2024年から新一万円札の肖像になる渋沢栄一を明治新政府への登用を大隈重信に薦めた郷純造。
また、その息子の郷誠之助は同じく黒野出身で、渋沢栄一を継ぎ日本経済界の世話役として活躍しました。
この度、明治維新～昭和初期に日本の経済界に大きな足跡を残した二人、その生誕地である黒野のご当地

郷和彦宅に生誕表示支柱と案内看板を設置し、来賓を迎えて除幕式を開催しました。

黒野城と加藤貞泰公研究会
202１年（令和３年）4月4日（日）10;00～10；50
郷和彦宅にて

来賓のごあいさつ

主催者研究会 当主郷和彦氏
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地上デジタル放送12ch

CCNのエリアトピックス


